
申問　：問い合わせ　　：申し込み

　
第
3３
回
食
生
活
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

検
定
試
験
は
、
同
日
に
全
国
で
一

斉
に
行
わ
れ
ま
す
。

検
定
試
験

□
と
き
　
７
月
１１
日
㈯ 

▽
基
礎

＝
午
前
９
時
１５
分
～
１０
時
１５
分
　

▽
３
級
＝
午
前
１０
時
４０
分
～
午
後

０
時
１０
分
　
▽
２
級
＝
午
後
０
時

半
～
２
時

□
と
こ
ろ
　
中
京
学
院
大
学
瑞
浪

キ
ャ
ン
パ
ス

□
対
象
　
ど
な
た
で
も
受
験
で
き

ま
す
。

□
料
金
　
▽
基
礎
＝
３
３
０
０
円

▽
３
級
＝
４
７
０
０
円
　
▽
２
級

＝
７
３
０
０
円
　
▽
基
礎
、
３
級

併
願
＝
８
０
０
０
円
　
▽
２
・
３

級
併
願
＝
１
万
２
０
０
０
円

□
受
付
期
間
　
４
月
１
日
㈬
～
５

月
８
日
㈮

準
備
講
習
会

□
と
き
　
５
月
３０
日
、６
月
６
日
、

２０
日
、
２７
日
（
毎
回
土
曜
日
）
午

前
９
時
２０
分
～
午
後
０
時
半

□
料
金
　
２
０
０
０
円
（
１
回
で

も
４
回
で
も
同
一
金
額
）（
講
習

会
の
過
去
問
題
１
０
０
０
円
を
含

む
）

□
そ
の
他
　
検
定
試
験
を
希
望
す

る
方
は
、
電
話
で
資
料
を
請
求
し

て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
中
京
学
院
大
学
中
京
短

期
大
学
部
健
康
栄
養
学
科（
田
中
）

志
０
５
７
２
―
６
８
―
４
５
５
５

（
内
線
２
１
１
）、
思
０
５
７
２
―

６
８
―
４
５
６
８

　
施
設
管
理
公
社
の
職
員
を
募
集

し
ま
す
。

□
職
種
（
人
数
）　
❶
パ
ー
ト
職

員
＝
学
校
給
食
配
送
業
務（
１
人
）

❷
嘱
託
職
員
＝
市
役
所
宿
日
直
業

務
（
１
人
）

□
給
与
　
公
社
規
程
に
よ
る

□
対
象
　
❶
中
型
自
動
車
運
転
免

許
取
得
者
❷
資
格
な
ど
は
不
問

□
採
用
予
定
日
　
❶
５
月
２６
日
㈫

❷
６
月
２６
日
㈮

□
申
し
込
み
方
法
　
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
の
紹
介
状
と
履
歴
書
を
持
参

し
、
施
設
管
理
公
社
へ
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

□
申
し
込
み
期
間
　
４
月
１
日
㈬

～
３０
日
㈭
（
必
着
）

　
　
　
　
施
設
管
理
公
社
志
２
５

―
８
２
１
３

　
県
子
育
て
家
庭
応
援
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
事
業
の
「
ぎ
ふ
っ
こ
カ
ー

ド
」
が
４
月
１
日
か
ら
新
し
く
な

り
ま
し
た
。詳
し
く
は
、県
の
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
（http://w

w
w

.pr
ef.gifu.lg.jp/

）
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

　
新
し
い
「
ぎ
ふ
っ
こ
カ
ー
ド
」

は
、
３
月
に
保
育
園
や
幼
稚
園
、

小
中
学
校
、
高
等
学
校
な
ど
を
通

じ
て
配
布
し
ま
し
た
。

　
お
子
さ
ん
が
学
校
な
ど
に
通
っ

て
い
な
い
世
帯
の
方
へ
は
、
社
会

福
祉
課
や
各
振
興
事
務
所
で
配
布

し
て
い
ま
す
の
で
、
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

□
対
象
　
❶
県
内
に
住
ん
で
い
る

１８
歳
未
満
の
子
ど
も
が
い
る
世
帯

（
国
籍
は
不
問
）
❷
妊
娠
中
の
方

が
い
る
世
帯

□
申
し
込
み
方
法
　
こ
ど
も
子
育

て
支
援
室
の
窓
口
で
保
護
者
の
方

の
身
分
証
明
書
と
お
子
さ
ん
の
保

険
証
、
母
子
健
康
手
帳
な
ど
を
提

示
し
て
く
だ
さ
い
。
郵
送
に
よ
る

交
付
を
希
望
す
る
場
合
は
、
保
険

証
な
ど
の
写
し
と
８２
円
分
の
切
手

を
同
封
の
上
、
県
子
育
て
支
援
課

ま
で
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

※
有
効
期
限
が
平
成
２７
年
３
月
３１

日
ま
で
の
カ
ー
ド
は
、
各
自
で
破

棄
し
て
く
だ
さ
い

　
市
で
は
、
良
好
な
景
観
を
つ
く

る
た
め
、
地
域
の
シ
ン
ボ
ル
と
な

る
建
造
物
や
樹
木
を
景
観
重
要
建

造
物
・
樹
木
と
し
て
指
定
し
ま
す
。

指
定
に
当
た
り
、
市
民
の
皆
さ
ん

か
ら
候
補
を
募
集
し
ま
す
。

　
指
定
に
よ
り
、
市
民
共
通
の
財

産
と
し
て
広
く
知
っ
て
も
ら
う
と

と
も
に
、積
極
的
に
保
全
す
る（
除

却
や
変
更
さ
れ
る
の
を
防
ぐ
）
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　
多
く
の
人
か
ら
愛
さ
れ
親
し
ま

れ
て
い
る
並
木
や
地
域
の
シ
ン
ボ

ル
と
な
っ
て
い
る
建
物
な
ど
を
、

ぜ
ひ
推
薦
し
て
く
だ
さ
い
。

□
申
し
込
み
方
法
　
建
設
政
策
課

に
備
え
付
け
の
応
募
用
紙
に
必
要

事
項
を
記
入
し
、
写
真
と
位
置
図

を
添
え
て
直
接
持
参
す
る
か
郵
送

し
て
く
だ
さ
い
。

※
応
募
用
紙
は
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
（http://w

w
w

.city.ena.
lg.jp/

）
か
ら
も
取
得
で
き
ま
す

□
募
集
期
間
　
随
時

　
　
　
　
〒
５
０
９
―
７
２
９
２

（
住
所
不
要
）
建
設
政
策
課
（
内

線
２
６
８
）

　
　
こ
ど
も
子
育
て
支
援
室
（
内

線
１
９
２
）

　
　
　
　
県
子
育
て
支
援
課

〒
５
０
０
―
８
５
７
０
岐
阜
市
薮

田
南
２
―
１
―
１
志
０
５
８
―
２

７
２
―
８
０
７
７

　
ふ
れ
あ
い
エ
コ
プ
ラ
ザ
の
５
月

の
環
境
講
座
で
は
、
Ｅ
Ｍ
ぼ
か
し

を
使
っ
て
、
生
ご
み
を
良
質
な
堆

肥
に
す
る
処
理
方
法
を
学
び
ま

す
。

　
Ｅ
Ｍ
ぼ
か
し
の
ブ
ロ
ッ
ク
処
理

法
や
畑
に
置
く
設
置
型
コ
ン
ポ
ス

ト
の
上
手
な
利
用
法
な
ど
、
新
し

い
情
報
も
あ
り
ま
す
。

　
受
講
し
た
こ
と
が
あ
る
方
で
も

ぜ
ひ
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

□
と
き
　
５
月
１３
日
㈬
午
前
９
時

半
～
１１
時

□
と
こ
ろ
　
ふ
れ
あ
い
エ
コ
プ
ラ

ザ□
定
員
　
２０
人
（
先
着
順
）

□
料
金
　
１
２
０
０
円（
材
料
費
）

□
そ
の
他
　
参
加
者
に
は
、
Ｅ
Ｍ

ぼ
か
し
を
３
個
進
呈
し
ま
す
。

　
　
　
　
ふ
れ
あ
い
エ
コ
プ
ラ
ザ

志
２
５
―
１
５
１
５
（
月
、
火
曜

日
休
館
）  

     
     

     
  　　　　

　市では、森林の多面的機能を発揮させるために、間伐を推進
することが最も重要と考え、間伐事業に対する市単独補助や未
利用材搬出補助など、さまざまな施策で間伐を進めています。
　本年度は、山の手入れができる人材を養成するため、「清流
の国ぎふ森林環境税」を活用して、里山林整備の技術講座を開
催しました。また市内小学生を対象に、森林を考える切っ掛け
づくりをしてもらうために森林環境教育講座を開催しました。
　昨年度の活動実績は次の通りです。
里山林整備の技術講座

□内容　「山しごと手習い塾」３回
の連続講座（人工林間伐の考え方、
密度管理と選木、チェーンソーの
使い方、山での伐木実習、 伐木実
習）
□参加者数　市民７人
森林環境教育講座

□内容　自然観察、間伐作業見学
と間伐体験、ネイチャークラフト
製作など
□参加者　市立大井小学校４年生
５３人、市立山岡小学校６年生４７
人、市立武並小学校４年生３４人
　　農林課（内線３７０）

　
平
成
２４
年
１１
月
に
経
口
生
ポ
リ

オ
予
防
接
種
は
、
不
活
化
ポ
リ
オ

予
防
接
種
に
切
り
替
わ
り
ま
し

た
。
ま
た
四
種
（
三
種
混
合
＋
不

活
化
ポ
リ
オ
）
混
合
ワ
ク
チ
ン
の

接
種
が
始
ま
り
、
不
活
化
ポ
リ
オ

や
三
種
混
合
予
防
接
種
の
対
象
者

が
少
な
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　
不
活
化
ポ
リ
オ
や
三
種
混
合
ワ

ク
チ
ン
を
接
種
し
て
い
る
方
は
、

合
計
４
回
の
接
種
が
必
要
で
す
。

７
歳
６
カ
月
未
満
の
方
で
、
４
回

の
接
種
が
終
了
し
て
い
な
い
方
は

早
め
に
接
種
す
る
こ
と
を
お
勧
め

し
ま
す
。

　
な
お
本
年
度
は
、
集
団
予
防
接

種
の
日
に
ち
が
少
な
く
な
っ
て
い

ま
す
。
予
約
が
必
要
で
す
の
で
、

母
子
健
康
カ
レ
ン
ダ
ー
で
接
種
日

を
確
認
し
、
２
週
間
前
ま
で
に
保

健
セ
ン
タ
ー
へ
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

※
四
種
混
合
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
し

た
方
は
不
活

化
ポ
リ
オ
と

三
種
混
合
を

接
種
す
る
必

要
は
あ
り
ま

せ
ん

　
　
健
康
推
進
課
（
内
線
２
８
３
）

案
内

募
集

地
域
の
シ
ン
ボ
ル
と
な
る

建
物
や
樹
木

食
生
活
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
検

定
試
験

「
ぎ
ふ
っ
こ
カ
ー
ド
」
が
新

し
く

施
設
管
理
公
社
の
職
員

Ｅ
Ｍ
ぼ
か
し
で
生
ご
み
堆

肥
化
講
座

問

問

申
・
問

申
・
問

申
・
問

申
・
問

不活化ポリオと三種混合

予防接種は済みましたか

申
・
問

問

▲新しい「ぎふっこカード」

問 お
わ
び
と
訂
正

　
本
紙
３
月
１５
日
号
１７
㌻
に
掲

載
し
た
、「
４
月
の
不
燃
・
資

源
ご
み
収
集
カ
レ
ン
ダ
ー
」で
、

大
井
町
９
区
の
収
集
日
を
８
日

㈬
と
掲
載
し
ま
し
た
が
、
正
し

く
は
９
日
㈭
で
す
。

　
お
わ
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

　
　
環
境
課
（
内
線
１
１
４
）

森林環境税で里山林整備などを実施

▲チェーンソーで間伐実習

▲根の上高原で自然観察

▲生ごみの堆肥化を学ぶ
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申問　：問い合わせ　　：申し込み　　※コミセン＝コミュニティセンターの略 

　
恵
那
こ
と
ぶ
き
結
婚
相
談
所
で

は
、
市
内
の
結
婚
相
談
員
が
個
別

に
相
談
に
応
じ
、
す
て
き
な
出
会

い
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

　
相
談
の
日
時
や
場
所
は
次
の
通

り
で
す
。
皆
さ
ん
、
気
軽
に
利
用

く
だ
さ
い
。

【
恵
那
会
場
】

□
と
き
　
毎
月
第
３
火
曜
日
午
後

６
時
～
８
時

□
と
こ
ろ
　
中
コ
ミ
セ
ン

【
岩
村
会
場
】

□
と
き
　
毎
月
第
３
土
曜
日
午
後

２
時
～
４
時

□
と
こ
ろ
　
岩
村
コ
ミ
セ
ン

【
共
通
】

□
対
象
　
市
内
在
住
で
、
真
剣
に

結
婚
を
希
望
す
る
方
。
女
性
の
方

は
市
外
で
も
構
い
ま
せ
ん
。

□
そ
の
他
　
い
ず
れ
も
事
前
の
予

約
が
必
要
で
す
。

※
相
談
日
が
休
館
日
の
場
合
、
そ
の

翌
日
に
な
り
ま
す

　
　
　
　
恵
那
暮
ら
し
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
（
ふ
る
さ
と
活
力
推
進

室
内
）
志
２
６
―
２
２
６
６

　
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入

し
て
い
る
方
を
対
象
に
、
す
こ
や

か
健
診
を
実
施
し
ま
す
。
病
気
の

早
期
発
見
と
早
期
治
療
は
健
康
管

理
の
基
本
で
す
。
健
康
な
毎
日
を

送
る
た
め
、
１
年
に
１
度
健
康
診

断
を
受
け
て
自
分
の
健
康
状
態
を

知
っ
て
く
だ
さ
い
。

□
と
き
　
５
月
１
日
㈮
～
６
月
３０

日
㈫

□
と
こ
ろ
　
市
内
の
医
療
機
関

□
対
象
　
昭
和
１５
年
３
月
３１
日
以

前
生
ま
れ
の
方
と
、
６５
歳
以
上
で

障
が
い
認
定
に
よ
る
後
期
高
齢
者

医
療
保
険
証
を
お
持
ち
の
方

□
内
容
　
問
診
、
診
察
、
身
体
計

測
、
血
液
検
査
、
血
圧
測
定
、
尿

検
査
、
心
電
図
検
査
（
医
師
が
必

要
と
認
め
る
方
）

□
料
金
　
５
０
０
円

□
締
め
切
り
　
６
月
１９
日
㈮

※
申
し
込
み
後
に
受
診
券
な
ど
を

を
送
付
し
ま
す
。
平
成
２７
年
度
中

に
７５
歳
に
な
る
方
は
７５
歳
到
達
者

健
診
（
地
区
で
の
保
健
セ
ン
タ
ー

な
ど
で
行
う
集
団
健
診
）
で
の
受

診
と
な
り
ま
す
の
で
、
別
に
案
内

し
ま
す
　
　
　
　

　
　
　
　
保
険
年
金
課
（
内
線
１

５
１
）

　
合
併
処
理
浄
化
槽
（
50
人
槽
以

下
）
の
設
置
費
用
の
一
部
を
補
助

し
ま
す
。
工
事
を
始
め
る
前
に
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

□
対
象
　
市
内
に
浄
化
槽
の
設
置

を
計
画
し
、
公
共
下
水
道
や
特
定

環
境
保
全
下
水
道
、
農
業
集
落
排

水
の
処
理
区
域
外
の
方

※ 

合
併
処
理
浄
化
槽
を
設
置
済

み
か
工
事
着
工
済
み
の
方
、
販
売

を
目
的
と
す
る
住
宅
、
市
税
な
ど

を
滞
納
し
て
い
る
場
合
は
補
助
対

象
外
。
平
成
２８
年
３
月
末
ま
で
に

工
事
の
完
成
が
必
要

□ 

補
助
金
額
の
上
限
（
専
用
住
宅
）

▽
５
人
槽
＝
58
万
２
０
０
０
円

▽
７
人
槽
＝
66
万
４
０
０
０
円
　

▽
10
人
槽
＝
79
万
８
０
０
０
円

□
締
め
切
り
　
11
月
３０
日
㈪

□
そ
の
他
　
予
算
の
範
囲
内
で
補

助
金
を
交
付
し
ま
す
。
予
算
額
に

達
し
た
と
き
は
、締
め
切
り
ま
す
。

　
　
上
下
水
道
課
（
内
線
２
２
０
）

　
知
的
障
が
い
が
あ
る
方
の
療
育

手
帳
の
交
付
や
更
新
な
ど
の
た
め

　「家庭菜園を始めてみたい」
「将来、農業をやってみたい」
と考えている方を対象に、農業
の基礎知識や野菜の栽培方法な
どを学ぶ講習会を開催します。
□とき　５月～９月　▷講習会
＝火曜日午後７時～８時半　
▷現地研修＝日曜日午前９時～
１１時半
□講師 　 恵那農林事務所農業普

及課職員、ＪＡ職員、市内生産
農家
□定員　２０人程度（応募者多
数の場合は抽選）
□申し込み方法　電話か、申込
書に記入の上、ファクス、郵送
で申し込む
□締め切り　４月２７日㈪
　　　　〒５０９-７２９２（住所
不要）農林課（内線３７４）、思２５-

８９３３

　　【農業やる気発掘ゼミ（講習会・現地研修）日程表】

とき ところ 講座名 内容

５月１２日㈫ 市役所会議棟 夏野菜栽培技術講習❶ 夏野菜の育成管理

５月２４日㈰ 中山間農業研究所中津川支所 農作業機械実習 トラクターや管理機、草刈り機などの実習

６月９日㈫ 市役所会議棟 夏野菜栽培技術講習❷ 夏野菜の育成管理

６月２１日㈰ 中山間農業研究所中津川支所 トマトとナスの栽培実習 トマトとナスの育成管理

８月２日㈰ 市内生産農家 トマトの栽培実習 トマトの育成管理

８月１１日㈫ 市役所会議棟 秋野菜栽培技術講習❶ 秋野菜の育成管理

９月８日㈫ 市役所会議棟 秋野菜栽培技術講習❷ 秋野菜の育成管理

農業の基礎を学ぶ農業やる気発掘ゼミを開催

問申・

歌川広重

《東海道五拾三次
之内》

「日本橋　朝之景」

前期４/２㈭～５/１０㈰

の
巡
回
相
談
を
行
い
ま
す
。
希
望

す
る
方
は
、
予
約
が
必
要
で
す
の

で
、
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

１８
歳
以
上
の
方

□
と
き
　
５
月
２９
日
㈮
、 

８
月
２７

日
㈭
、 

平
成
２８
年
１
月
２８
日
㈭
午

前
１０
時
～
午
後
４
時

□
定
員
　
各
１２
人

１８
歳
未
満
の
方

□
と
き  

５
月
２５
日
、
８
月
１７
日
、

１１
月
１６
日 

、
平
成
２８
年
２
月
１５

日
（
毎
回
月
曜
日
）
午
前
９
時
半

～
午
後
４
時

□
定
員
　
各
４
人

共
通

□
と
こ
ろ
　
市
役
所
西
庁
舎
１
階

相
談
室

□
料
金
　
無
料

□
持
ち
物
　
印
鑑
、療
育
手
帳（
更

新
の
方
）

□
そ
の
他
　
受
け
付
け
は
、
定
員

に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

　
　
　
　
社
会
福
祉
課
（
内
線
１

８
３
）

　
孔
子
と
そ
の
学
問
を
顕
彰
し
、

こ
と
し
も
古
式
に
の
っ
と
り
第
３１

回
孔
子
祭
「
釈せ

き

奠て
ん

の
儀
」
を
開
催

し
ま
す
。

　
孔
子
祭
は
、
知
新
館
の
創
立
以

来
、
明
治
維
新
後
の
廃
校
ま
で
続

け
ら
れ
、
昭
和
６０
年
に
岩
村
城
築

城
８
０
０
年
を
記
念
し
て
復
活
し

た
祭
り
で
す
。

　
記
念
講
演
会
と
併
せ
て
、
ぜ
ひ

参
加
く
だ
さ
い
。

釈
奠
の
儀

□
と
き
　
４
月
１１
日
㈯
午
前
１０
時

～
午
前
１１
時
半

□
と
こ
ろ
　
知
新
館
正
門
前
（
岩

村
城
藩
主
邸
跡
）

※
雨
天
時
は
岩
村
コ
ミ
セ
ン

記
念
講
演
会

□
と
き
　
４
月
１１
日
㈯
午
後
１
時

半□
と
こ
ろ
　
岩
村
コ
ミ
セ
ン

□
内
容
　
▽
演
題
＝
「
藩
校
知
新

館
と
和
装
本
」　
▽
講
師
＝
高
橋

良
政
氏
（
元
日
本
大
学
教
授
）

共
通

□
料
金
　
無
料

　
　
文
化
ス
ポ
ー
ツ
課
（
内
線
３

３
１
）

　
恵
那
保
健
所
で
は
、
匿
名
で
エ

イ
ズ
の
無
料
検
査
を
行
っ
て
い
ま

す
。

□
と
き
　
▽
実
施
日
＝
毎
月
第

２
・
４
木
曜
日
（
平
成
２８
年
２
月

は
第
４
木
曜
日
の
み
、
３
月
は
第

２
・
３
木
曜
日
）　
▽
受
け
付
け
＝

午
前
９
時
～
１１
時
１５
分

□
と
こ
ろ
　
恵
那
保
健
所

□
内
容
　
数
㍉
㍑
採
血
し
、
迅
速

検
査
を
行
い
ま
す
。
陰
性
の
場
合

は
、
採
血
後
約
３０
分
以
内
に
検
査

結
果
を
お
知
ら
せ
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
迅
速
検
査
で
陰
性
と
確

認
で
き
な
か
っ
た
場
合
は
、
確
認

検
査
を
行
い
ま
す
。
こ
の
場
合
、

約
２
週
間
後
に
検
査
結
果
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

□
検
査
時
期
　
検
査
は
血
液
中
の

Ｈ
Ｉ
Ｖ
抗
原
・
抗
体
の
検
査
で
す
。

感
染
し
て
も
、
す
ぐ
に
は
抗
体
が

で
き
な
い
の
で
、
感
染
の
機
会
か

ら
３
カ
月
以
上
後
に
検
査
を
受
け

る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

※
完
全
予
約
制
で
す
。
平
日
午
前

９
時
か
ら
午
後
５
時
の
間
に
電
話

予
約
し
て
く
だ
さ
い

　
　
　
　
恵
那
保
健
所
健
康
増
進

課
志
２
６
―
１
１
１
１
（
内
線
２

５
９
）

案
内

第
３１
回
孔
子
祭
を
開
催

療
育
手
帳
に
関
す
る
診
断

と
相
談

す
こ
や
か
健
診
を
実
施

合
併
処
理
浄
化
槽
の
設
置

を
補
助

こ
と
ぶ
き
相
談
所
が
出
会

い
を
サ
ポ
ー
ト

エ
イ
ズ
の
無
料
検
査

申
・
問

問

申
・
問

問

申
・
問

申
・
問

▲野菜の栽培方法を学ぶ

「描かれた東海道　歌わ
れた五十三次の旅」展

数多くの東海道ものを手掛けた広重の代表作「東海
道五拾三次之内」（保永堂版）と「狂歌入東海道」
の通称を持つ「東海道五拾三次」、二つの揃物（そ
ろいもの）をお楽しみください。
５月３日㈰は、市民の日（市民に限り観覧料が無料で
す。当日、受付係に「恵那市民です」と伝えてくだ
さい）
　　中山道広重美術館志２０-０５２２問

▲厳かに行われる儀式
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表１【雑種地のうち、宅地比準の土地の評価】

利用状況など
宅地比準区分

（宅地評価に対する割合）

造成済の駐車場、資材置場など（宅地と同等な場合） １００％

未造成の駐車場、資材置場など（軽微な造成が必要な場合）   ７０％

駐車が困難な土地など（整地のために造成がかなり必要な場合）   ２５％

私道、鉄塔敷地など   １０％

　
土
地
の
評
価
は
総
務
大
臣
が
定

め
る
「
固
定
資
産
（
土
地
）
評
価

基
準
」
に
基
づ
き
、
地
目
別
に
定

め
ら
れ
た
評
価
方
法
で
行
い
ま

す
。地
目
は「
宅
地
」、「
田
」、「
畑
」、

「
鉱
泉
地
」、「
池
沼
」、「
山
林
」、「
牧

場
」、「
原
野
」、「
雑
種
地
」
の
９

種
類
に
区
分
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
固
定
資
産
税
の
評
価
上
の
地
目

は
、
登
記
簿
上
の
地
目
に
関
わ
ら

ず
、
そ
の
年
の
１
月
１
日
（
賦
課

期
日
）
現
在
の
土
地
の
現
況
で
認

定
し
ま
す
。

　
評
価
替
え
基
準
年
度
の
価
格

は
、
価
格
調
査
基
準
日
で
あ
る
平

成
２６
年
１
月
１
日
の
地
価
公
示
価

格
や
不
動
産
鑑
定
価
格
な
ど
を
基

に
決
定
し
ま
す
。
評
価
額
に
は
固

定
資
産
評
価
基
準
に
よ
り
、
平
成

２６
年
１
月
１
日
か
ら
７
月
１
日
ま

で
の
半
年
間
の
地
価
変
動
を
反
映

さ
せ
て
い
ま
す
。

評
価
替
え
に
よ
る
主
な
見

直
し
点

❶
雑
種
地
の
評
価
を
見
直
し

　
雑
種
地
評
価
の
均
衡
と
税
負
担

の
公
平
性
を
図
る
た
め
、
雑
種
地

の
う
ち
宅
地
比
準
の
土
地
に
つ
い

て
、
表
１
の
通
り
評
価
を
見
直
し

ま
し
た
。

❷
高
圧
線
下
に
お
け
る
土
地
の
評

価
を
見
直
し

　
高
圧
線
下
の
宅
地
や
宅
地
の
評

価
に
準
ず
る
土
地
に
つ
い
て
は
、

建
築
物
の
高
さ
制
限
や
建
築
制
限

な
ど
の
規
制
に
よ
り
、
一
般
の
土

地
に
比
べ
て
利
用
効
率
が
低
い
た

め
、
評
価
を
補
正
（
軽
減
）
し
ま

し
た
。

❸
都
市
計
画
税
の
課
税
区
域
か
ら

農
振
農
用
地
を
除
外

　
税
の
公
平
性
を
図
る
た
め
に
、

都
市
計
画
税
区
域
内
に
あ
る
「
農※

１

振
農
用
地
」
を
課
税
範
囲
か
ら
除

外
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
転
用
な
ど

の
規
制
が
か
か
っ
て
い
る
土
地
に

つ
い
て
除
外
し
た
も
の
で
す
。

※
１
「
農
振
農
用
地
」
と
は
、
農

業
振
興
地
域
整
備
計
画
に
よ
り
農

業
振
興
地
域
内
の
農
用
地
に
指
定

さ
れ
た
土
地
の
こ
と

　
平
成
２７
年
度
は
、固
定
資
産
税
の
「
評
価
替
え
」
の
年
で
す
。
４
月
に
発
送
す
る
固
定
資
産
税
・

都
市
計
画
税
納
税
通
知
書
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
内
容
は
、
こ
の
評
価
替
え
を
反
映
さ
せ
た
も
の
に

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
は
、
土
地
や
家
屋
の
評
価
替
え
の
仕
組
み
や
主
な
見
直
し
点
、
よ
く
あ

る
質
問
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
　
税
務
課
（
内
線
１
３
４
）

　
平
成
２６
年
１
月
１
日
ま
で
に
建

築
さ
れ
た
家
屋
の
評
価
は
、
ま
ず

平
成
２４
年
度
の
再
建
築
価
格
（
同

じ
場
所
に
同
じ
家
屋
を
新
築
す
る

場
合
に
必
要
と
さ
れ
る
費
用
）に
、

３
年
間
の
建
築
物
価
変
動
を
反
映

し
た
再
建
築
費
評
点
補
正
率
（
基

準
年
度
ご
と
に
設
定
）
と
経
年
減

点
補
正
率
（
築
年
数
に
よ
る
減
価

率
）
に
よ
る
補
正
が
行
わ
れ
、
評

価
額
が
決
ま
り
ま
す
。

●「
平
成
２７
年
度
家
屋
の
評
価
額
」

＝
「
平
成
２４
年
度
再
建
築
価
格
」

×
「
平
成
２７
年
度
基
準
再※

２

建
築
費

評
点
補
正
率
」
×
「
経
年
減
点
補

正
率
」

※
２
「
再
建
築
費
評
点
補
正
率
」

▽
平
成
２４
年
度
基
準
＝
木
造
家
屋

９９
㌫
、
非
木
造
家
屋
９６
㌫
　
▽

平
成
２７
年
度
基
準
＝
木
造
家
屋

１
０
６
㌫
、
非
木
造
家
屋
１
０
５

㌫

※評価額を見直すことで、評価額が上昇し、税額が増える場合があります

　過去 3年間における資産価格の変動に対応し、評価額を見
直すものです。
　固定資産税は固定資産の価格を適正に反映した価格「適正な
時価」を課税標準として課税されています。土地と家屋につい
ては、原則として 3年間評価額を据え置いています。これは
膨大な量の土地や家屋について、毎年度評価を見直すことが実
務的に不可能なためで
す。また、課税事務の
簡素化を図り、費用を
最小限に抑える観点か
らも、3年ごとに評価
額を見直す制度がとら
れています。

質問１

土地の評価額が下がっているのに、なぜ
税金が上がったの？
回答１

平成６年の評価替えから評価の均衡化を
図るため、土地公示価格の７割を目途と

して宅地の評価を行うことになりました。しかし税
額算定の基となる課税標準額も同時に引き上げる
と、納税者にとって大きな税負担となるため、徐々
に評価額に近づくよう負担調整措置が取られていま
す。そのため評価額が下がっても負担水準の低い土
地については、税金が上がることになります。

質問２

平成２３年に新築した家の税額が急に上
がったのは？
回答２

新築住宅で一定の条件を満たせば、新た
に固定資産税が課税されることになった

年から３年度分（長期優良住宅は５年度分）、３階
建以上の中高層耐火住宅は５年度分（長期優良住宅
は７年度分）に限り、１２０平方㍍までの居住部分
に相当する家屋の固定資産税の２分の１が軽減され
ています。この制度の適用期間が終了し、本来の税
額で課税されるようになったためです。

質問４

住宅を取り壊したら土地の固定資産税が
上がったのはなぜ？
回答４

住宅が建っている土地には、「住宅用地に
対する課税標準の特例」が適用されてい

ます。これにより土地の税額が軽減されていますが、
住宅を取り壊したり、住宅以外の用途に変更したり
すると、この特例の適用が外れ、本来の土地の税額
になるためです。

質問５

年の途中で、土地や家屋の売買、家屋の
取り壊しがあった場合の税金は？
回答５

固定資産税・都市計画税とも、１月１日（基
準日）現在の固定資産に対して課税しま

すので、その年度は課税の対象となります。月割り
や日割りすることはできません。また１月２日以降
に土地などを取得した場合や、建物を新築した場合
は、その年の１月１日には課税対象ではなかったの
で翌年度からの課税となります。

質問３

評価替え年度なのに、家屋の評価額が下
がっていないのはなぜ？
回答３

今回の評価替えでは、再建築費評点補正
率（建築物価の変動による補正）が木造

１０６㌫、非木造１０５㌫と１００㌫を上回った補正率
となったため（前回評価替え時は木造９９㌫、非木
造９６㌫と１００㌫を下回っていた）、その後経年減
点補正（築年数による減価補正）を行った結果、前
年度評価額を上回った家屋については、前年度の評
価額を据え置く措置がとられています。従って、建
築年次の古い家屋では評価替え年度でも、評価額が
下がらないことがあります。

問　：問い合わせ　

固
定
資
産
税
の
評
価
額
を
見
直
し

評価替えとは

土
地
の
評
価
替
え

家
屋
の
評
価
替
え

問

３年に1度
の見直しな
んだナ

皆さんから
もらう主な
質問に答え
るんだナ

よくある質問

市公式キャラクター
「エーナ」



　
パ
ソ
コ
ン
教
室
を
通
し
て
、

社
会
参
加
し
ま
せ
ん
か
。
受
講

者
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
も
募
集
し
て
い
ま
す
。

見
学
も
可
能
で
す
。

□
と
こ
ろ
・
と
き
　
▽
市
福
祉

セ
ン
タ
ー
＝
４
月
１
日
～
５
月

２７
日
（
毎
週
水
曜
日
）
午
前
１０

時
～
正
午
、
午
後
１
時
～
３
時

▽
岩
村
福
祉
セ
ン
タ
ー
＝
４
月

３
日
～
５
月
２９
日
（
毎
週
金
曜

日
）
午
前
１０
時
～
正
午
、
午
後

１
時
～
３
時

□
対
象
　
障
害
者
手
帳
や
療
育

手
帳
、
精
神
障
害
者
保
健
福
祉

手
帳
を
持
つ
方
（
定
員
に
満
た

な
い
場
合
は
、
難
病
疾
患
の
方

や
６５
歳
以
上
の
高
齢
者
）

□
定
員
　
各
７
人
（
先
着
順
）

□
内
容
　
パ
ソ
コ
ン
入
門
や
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、電
子
メ
ー
ル
、

ワ
ー
ド
、
エ
ク
セ
ル
の
基
礎
な

ど
を
説
明
し
ま
す
。

□
料
金
　
２
５
０
円
／
回
（
別

途
資
料
代
が
必
要
）

□
持
ち
物
　
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ

ン
、
筆
記
用
具
（
パ
ソ
コ
ン
が

な
い
方
に
は
、
先
着
４
台
ま
で

貸
し
出
し
が
可
能
で
す
）　

　
　
　
　
障
が
い
者
パ
ソ
コ
ン

サ
ポ
ー
ト
え
な
（
山
田
）
志
０

９
０
―
７
０
４
７
―
５
６
４
９
、

思
２
６
―
１
９
８
５

　
モ
ン
ゴ
ル
村
で
は
、
本
年
度

の
オ
ー
プ
ン
イ
ベ
ン
ト
と
し

て
、「
モ
ン
ゴ
ル
村
春
ま
つ
り

２
０
１
５
」
を
開
催
し
ま
す
。

□
と
き
　
４
月
２５
日
㈯
午
前
１１

時
～
午
後
３
時

□
と
こ
ろ
　
モ
ン
ゴ
ル
村

□
内
容
　
上
矢
作
小
学
校
５
・

６
年
生
に
よ
る
福
寿
太
鼓
の
演

奏
（
午
後
１
時
）、
ス
テ
ー
ジ

イ
ベ
ン
ト
（
ミ
ニ
ラ
イ
ブ
、
マ

ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
、
大
道
芸
な

ど
）、
バ
ザ
ー
（
五
平
餅
な
ど

の
地
元
物
産
販
売
）、
ゲ
ル
の

無
料
見
学
な
ど

　
　
モ
ン
ゴ
ル
村
、道
の
駅
ラ
・

フ
ォ
ー
レ
福
寿
の
里
志
４
７
―

３
０
１
０

　
中
野
方
笠
置
神
社
春
の
例
大

祭
で
６
年
前
か
ら
奉
納
さ
れ
て

い
る
、
女
神み

輿こ
し

の
参
加
者
を
募

集
し
ま
す
。
当
日
は
み
こ
し
を

担
い
で
町
内
を
練
り
歩
き
、
笠

置
神
社
に
奉
納
し
ま
す
。
中
野

方
町
出
身
や
在
住
の
方
は
も
ち

ろ
ん
、
町
外
の
方
で
も
大
歓
迎

で
す
。

□
と
き
　
５
月
３
日
㈰
午
前
７

時
２０
分

□
と
こ
ろ
　
中
野
方
コ
ミ
セ
ン

集
合

□
対
象
　
女
性

□
定
員
　
１５
人
（
先
着
順
）

□
申
し
込
み
方
法
　
電
話
で
❶

住
所
❷
氏
名
❸
電
話
番
号
❹
足

の
サ
イ
ズ
（
地
下
足
袋
を
履
く

た
め
）
―
を
伝
え
る

□
締
め
切
り
　
４
月
２１
日
㈫

　
　
　
　
中
野
方
コ
ミ
セ
ン
志

２
３
―
２
１
１
３

申問　：問い合わせ　　：申し込み　　※コミセン＝コミュニティセンターの略 

　
平
成
１１
年
５
月
に
日
本
大
正

村
村
長
に
就
任
し
、
１６
年
間
大

正
村
の
た
め
に
尽
力
し
続
け
た

女
優
の
司
葉
子
さ
ん
が
、
こ
の

た
び
村
長
を
退
任
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

　
新
村
長
に
は
、
名
古
屋
市
出

日
本
大
正
村
の
司
葉
子

村
長
が
退
任
へ

女
神
輿
の
参
加
者
を
募

集

障
が
い
者
パ
ソ
コ
ン
教

室
の
受
講
者
を
募
集

▲新村長の竹下景子さん ▲退任する司葉子村長

▲小学生の福寿太鼓

モ
ン
ゴ
ル
村
の
春
ま
つ

り
を
開
催

お
わ
び
と
訂
正

　
本
紙
３
月
１５
日
号
6
㌻
掲

載
の
「
え
な
イ
ー
ス
ト
総
合

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
　
ダ
ン
ス

ク
ラ
ブ
（
幼
児
ク
ラ
ス
）」

の
募
集
で
、
料
金
に
誤
り
が

あ
り
ま
し
た
。
正
し
く
は

「
１
０
０
０
円
／
月
」
で
す
。

お
わ
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

　
　
え
な
イ
ー
ス
ト
総
合
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
志
２
５
―
０

０
６
８
（
平
日
午
前
１０
時
～

午
後
３
時
）

身
の
女
優
、
竹
下
景
子
さ
ん
が

就
任
す
る
こ
と
が
決
定
し
て
い

ま
す
。

　
５
月
３
日
㈰
に
開
催
の
「
日

本
大
正
村
ち
ょ
っ
と
お
ん
さ
い

祭
り
」
で
、
村
長
の
引
継
ぎ
式

を
行
う
予
定
で
す
。
ぜ
ひ
、
お

越
し
く
だ
さ
い
。

　
　
大
正
村
観
光
案
内
所
志
５

４
―
３
９
４
４

【
は
じ
め
て
の
パ
ソ
コ
ン
講
座
】

□
と
き
　
５
月
１２
日
～
２６
日

（
毎
週
火
曜
日
）、
２８
日
㈭
午
前

９
時
半
～
１１
時
半
（
全
４
回
）

□
内
容
　
ウ
ィ
ン
ド
ウ
ズ
７セ

ブ
ン

か

８エ
イ
ト

、
８
・
１
を
使
い
、
文
字
入
力

や
マ
ウ
ス
、
キ
ー
ボ
ー
ド
の
使

い
方
な
ど
、
パ
ソ
コ
ン
の
基
本

操
作
を
学
び
ま
す
。

□
料
金
　
４
５
０
円
／
回
（
別

途
テ
キ
ス
ト
代
１
３
０
０
円
程

度
が
必
要
で
す
）

【
ワ
ー
ド
で
チ
ラ
シ
を
作
ろ
う
】

□
と
き
　
５
月
１４
日
～
２８
日

（
毎
週
木
曜
日
）
午
後
１
時
～

３
時
（
全
３
回
）

□
内
容
　
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
ワ

ー
ド
を
使
い
、
図
形
や
表
、
イ

ラ
ス
ト
、
写
真
な
ど
を
入
れ
た

チ
ラ
シ
の
作
り
方
を
学
び
ま

す
。

□
料
金
　
４
５
０
円
／
回
（
別

途
テ
キ
ス
ト
代
２
０
０
０
円
程

度
が
必
要
で
す
）

【
共
通
】

□
と
こ
ろ
　
恵
那
文
化
セ
ン

タ
ー 

□
定
員
　
１８
人
（
先
着
順
）

□
受
付
期
間
　
４
月
１１
日
㈯
午

前
１０
時
か
ら
開
講
日
前
日
ま
で

※
初
め
て
受
講
す
る
方
は
、
５

月
４
日
㈪
ま
で
に
申
し
込
め
ば

優
先
し
ま
す
。
再
受
講
者
の
受

講
の
可
否
は
、
５
日
㈫
以
降
に

連
絡
し
ま
す

　
　
　
　
パ
ソ
コ
ン
サ
ポ
ー
ト

ク
ラ
ブ
志
０
９
０
―
４
２
６
５

―
９
７
２
７

パ
ソ
コ
ン
の
５
月
期
講

座
の
受
講
生
を
募
集

問

問

問

申
・

問

申
・

問

問

申
・

　

最
近
で
は
、
学
校
や
市
役
所
、

公
民
館
な
ど
の
公
共
機
関
に
Ａ
Ｅ

Ｄ
（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）
が

設
置
し
て
あ
る
こ
と
も
多
い
で

す
。
し
か
し
、
そ
れ
を
適
切
に
取

り
扱
う
人
が
い
な
く
て
死
亡
者
が

出
る
ケ
ー
ス
も
ま
れ
に
あ
る
よ
う

で
す
。
市
内
の
公
共
施
設
な
ど
で

万
一
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
必
要
と
す
る
緊
急

事
態
が
発
生
し
た
と
き
、
適
切
に

対
処
で
き
る
体
制
が
で
き
て
い
ま

す
か
。　

　
　
　
　

（
岩
村
町
・
浅
見
さ
ん
）

　
突
然
に
倒
れ
意
識
も
呼

吸
も
な
い
場
合
は
、
素
早

い
心
肺
蘇
生
法
の
実
施
と
Ａ
Ｅ
Ｄ

に
よ
る
電
気
シ
ョ
ッ
ク
が
、
救
命

の
た
め
に
大
変
重
要
で
す
。

　
当
市
で
は
市
総
合
計
画
に
基
づ

き
、
平
成
１９
年
度
に
は
市
内
全
地

域
の
コ
ミ
セ
ン
や
小
中
学
校
、
保

育
園
、
福
祉
施
設
な
ど
の
市
の
施

設
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
設
置
を
完
了
し
ま

し
た
。
ま
た
設
置
施
設
に
勤
務
す

る
職
員
を
対
象
に
普
通
救
命
講
習

を
実
施
し
、
全
て
の
職
員
が
心
肺

蘇
生
法
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
取
り
扱
い
が

で
き
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
普

通
救
命
講
習
と
は
市
応
急
手
当
普

及
啓
発
要
綱
に
基
づ
い
た
３
時
間

の
講
習
で
、
応
急
手
当
練
習
用
の

人
形
を
使
っ
た
人
工
呼
吸
と
胸
骨

圧
迫
（
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
）、
練

習
用
の
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
使
っ
た
Ａ
Ｅ
Ｄ

の
取
り
扱
い
、
１
１
９
番
の
通
報

要
領
、
大
出
血
時
の
止
血
方
法
の

習
得
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
こ
と
し
１
月
に
は
、
市
の
体
育

施
設
で
Ａ
Ｅ
Ｄ
が
必
要
な
場
面
に

実
際
に
居
合
わ
せ
た
職
員
が
、
心

肺
蘇
生
法
と
Ａ
Ｅ
Ｄ
に
よ
る
電
気

シ
ョ
ッ
ク
を
行
い
、
救
命
し
社
会

復
帰
し
た
事
例
が
あ
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　（
消
防
課
）▲職員向けのＡＥＤ研修を実施

い
ざ
と
い
う
と
き
適
切

に
Ａ
Ｅ
Ｄ
が
使
え
る
か

『みんなの掲示板』は、皆さんが主催
するイベントや各種募集などを市内に
周知するためのコーナーです。（営利
目的・宗教・政治に関する掲載はでき
ません）
□掲載の申し込み・問い合わせ　総合
政策課広報広聴係（内線３２４）

　　
年
間
を
通
じ
て
市
道
や
県
道
、

国
道
の
清
掃
や
維
持
活
動
を
行
う

団
体
へ
、交
付
金
を
支
給
し
ま
す
。

市
民
の
手
に
よ
る
道
づ
く
り
に
積

極
的
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

□
活
動
内
容
　
作
業
を
行
う
道
路

が
３
０
０
㍍
以
上
で
、
路
肩
の
草

刈
り
や
側
溝
清
掃
な
ど
を
年
２
回

以
上
実
施
。
沿
線
の
花
木
の
植
栽

や
維
持
活
動
も
助
成
対
象
で
す
。

□
交
付
金
額
　
市
道
１
０
０
㍍
当

た
り
２
０
０
０
円
が
上
限
。
た
だ

し
国
県
道
は
１
０
０
０
円
が
上
限

で
す
。

※
予
算
の
範
囲
で
限
度
額
を
変
更

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す

□
対
象
団
体
　
自
治
会
や
老
人
ク

ラ
ブ
、
有
志
団
体
な
ど
の
地
域
住

民
で
構
成
さ
れ
た
団
体
（
有
志
団

体
は
お
お
む
ね
５
人
以
上
で
、
会

員
名
簿
の
提
出
が
必
要
で
す
）

□
申
し
込
み
方
法
　
管
理
課
か
各

振
興
事
務
所
に
備
え
付
け
の
申
請

書
に
記
入
し
て
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
指
定
用
紙
は
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト（h
ttp

://w
w

w
.city

.en
a.

lg.jp/

）
か
ら
も
取
得
で
き
ま
す
。

毎
年
、
申
請
が
必
要
で
す
。

□
締
め
切
り
　
５
月
２９
日
㈮

※
詳
し
く
は
管
理
課
へ
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い

　
　
　
　
管
理
課（
内
線
２
５
２
）

　
市
茶
道
連
盟
の
協
力
に
よ
り
、

抹
茶
の
体
験
を
行
い
ま
す
。

　
こ
の
日
は
入
館
料
が
無
料
で

す
。
ぜ
ひ
来
館
く
だ
さ
い
。

□
と
き
　
４
月
１８
日
㈯
午
前
１０
時

～
午
後
３
時
（
な
く
な
り
次
第
終

了
）

□
と
こ
ろ
　
中
山
道
ひ
し
屋
資
料

館
茶
室

□
そ
の
他
　
一
服
１
０
０
円
（
菓

子
付
き
）

　
　
文
化
ス
ポ
ー
ツ
課
（
内
線
３

３
５
）

案
内

申
・
問

問

▲みこしで祭りを彩る

▲市民の手でまちをきれいに

み
ん
な
の
道
愛
護
事
業
で

道
路
の
美
化
を
応
援

ひ
し
屋
資
料
館
で
の
抹
茶

体
験
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